
5　　広報いさ  2026. ８

　

永
禄
十
二
年
（
１
５
６
９
年
）

一
月
の
和
睦
成
立
後
の
三
月
に
も

菱
刈
・
相
良
連
合
軍
（
菱
刈
軍
と

略
す
）
は
、
堂
崎
付
近
で
島
津
軍

の
十
七
名
を
切
り
殺
し
、
更
に
、

羽
月
城
も
攻
め
た
。
こ
の
事
件
後
、

羽
月
以
北
の
城
を
守
っ
て
い
た
島

津
義
虎
は
、
本
拠
地
の
出
水
に
引

き
揚
げ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め

義
久
は
、
羽
月
城
の
最
前
線
基
地

に
は
新
納
忠
元
・
肝
付
兼
寛
を
移

し
、
市
山
城
に
は
戦
い
上
手
な
貴

久
四
男
の
家
久
を
入
れ
た
。

　

菱
刈
軍
は
、
大
口
城
に
籠
城
し

て
一
年
半
以
上
が
過
ぎ
、
食
料
に

困
っ
て
い
る
こ
と
を
、
家
久
・
忠

元
等
は
知
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

市
山
城
か
ら
堂
崎
・
鳥
巣
を
経
由

島
津
軍
の
菱
刈
侵
攻

島
津
軍
の
菱
刈
侵
攻    
後
編
後
編
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大
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陥
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（
大
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参
考
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し
て
鳥
神
岡
麓
の
平
出
水
川
沿
い

の
峡
谷
を
抜
け
て
平
出
水
城
に
兵

糧
を
運
ぶ
作
戦
を
た
て
た
。
こ
れ

は
島
津
軍
が
得
意
と
す
る
『
釣
り

野
伏
せ
の
戦
法
』
で
同
年
五
月
六

日
決
行
し
た
。
ま
ず
、
家
久
の
兵

五
百
人
が
、
兵
糧
に
み
せ
か
け
た

荷
駄
を
、
牛
馬
に
積
み
市
山
城
を

出
発
、
こ
れ
を
大
口
城
か
ら
偵
察

し
て
い
た
菱
刈
軍
は
、
お
よ
そ
千

人
の
兵
で
、「
そ
れ
っ
！ 
あ
の
兵

糧
を
奪
い
取
れ
！
」
と
出
撃
し
て

来
た
。
島
津
軍
は
、
鉄
砲
で
応
戦

し
な
が
ら
鳥
神
岡
麓
の
峡
谷
の
方

向
へ
と
逃
げ
、
時
に
、
踏
み
止
ま
っ

て
応
戦
し
た
。
菱
刈
軍
は
、
兵
糧

を
奪
わ
ん
と
し
て
更
に
追
撃
し
て

来
た
。
そ
の
時
で
あ
る
、
左
右
の

山
腹
に
潜
ん
で
い
た
島
津
軍
の

八
百
人
余
り
の
伏
兵
が
飛
び
出
す

合
図
の
法
螺
貝
が
、
高
ら
か
に
鳴

新
納
忠
元
物
語 

五

伊
佐
市
立
菱
刈
郷
土
資
料
館 

指
導
員 

原
田
純
一

り
響
い
た
。
ほ
ぼ
同
時
に
前
か
ら

も
飛
び
出
し
襲
い
掛
か
っ
て
き

た
。
菱
刈
の
軍
勢
は
、
大
混
乱
と

な
り
総
崩
れ
と
な
っ
た
。
島
津
軍

は
、
三
百
を
超
え
る
首
を
挙
げ
る

大
勝
利
と
な
っ
た
。
こ
の
戦
い
は
、

鳥
神
岡
麓
周
辺
で
行
わ
れ
た
戦
い

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、『
鳥
神
尾

の
戦
い
』
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の

戦
い
に
関
連
す
る
『
白
馬
の
若
武

者
』
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

鳥
神
岡
麓
の
平
出
水
川
沿
い
の
峡

谷
に
「
竹
ノ
瀬
戸
」
と
い
う
小
滝

が
あ
る
。
こ
こ
に
、
五
月
六
日
に

行
く
と
、
白
馬
に
乗
っ
た
若
武
者

が
こ
の
滝
に
飛
び
込
む
姿
が
現
れ
、

こ
れ
を
見
た
者
に
は
、
不
吉
な
出

来
事
が
起
こ
る
と
い
う
の
だ
。
こ

の
若
武
者
は
、
相
良
の
将
、
小
田

八
郎
右
衛
門
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
八
郎
右
衛
門
は
、
敵
の
罠

で
あ
る
と
老
将
た
ち
に
進
言
し
た

が
、
命
が
欲
し
い
の
か
と
罵
ら
れ
、

一
人
敵
中
に
入
り
苦
戦
し
て
死
ん

で
い
っ
た
。
罵
っ
た
老
将
た
ち
は
、

法
螺
貝
と
同
時
に
逃
げ
帰
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
、
海

音
寺
潮
五
郎
が
『
お
ど
ん
な
日
本
一
』

と
い
う
小
説
に
書
い
て
い
る
。

　

こ
の
戦
い
の
後
、
同
年
九
月
に
、
菱

刈
軍
は
島
津
軍
と
和
睦
し
て
、
菱
刈

両
院
（
現
在
の
伊
佐
市
全
地
域
）
を

島
津
氏
が
治
め
た
。
こ
こ
に
建
久
五

年
（
１
１
９
４
年
）
初
代
菱
刈
重
妙

が
太
良
院
（
伊
佐
市
菱
刈
南
浦
）
に
下

向
し
て
以
来
３
７
５
年
間
（
１
１
９
４

～
１
５
６
９
年
）
に
わ
た
っ
て
菱
刈
両

院
に
勢
力
を
誇
っ
た
菱
刈
氏
は
島
津
氏

の
軍
門
に
下
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

天
正
二
年
（
１
５
７
４
年
）
島
津
氏
に

対
し
て
異
心
を
抱
い
た
角
に
よ
り
、
菱

刈
南
浦
の
本
城
を
も
奪
わ
れ
、
菱
刈
氏

は
伊
集
院
神
殿
に
移
さ
れ
、
か
く
し
て
、

菱
刈
氏
は
ま
っ
た
く
父
祖
の
地
か
ら
離

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

☆
次
回
は
『
忠
元 

大
口
地
頭
と
な
る
』


